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抄録：要介護者の個別性に応じた福祉用具を活用することは、自立支援の可能性を広げることとなる。そこで、筆者
らは、近年普及が進む 3Dプリンタ等のデジタル工作技術を「福祉用具作成」に活かすことのできる介護専門職の育
成に向けて、教育プログラムの作成をめざしている。ここでは、3Dプリンタで「市販の箸を要介護者が使用できる
ようにする補助具（箸サポート）」を試作し、現場職員の評価を受ける調査で明らかになった結果と、教育プログラ
ム作成に向けた課題を報告する。対象はＧ県の高齢者介護施設で、①開き具合 ②バネの強さ ③箸頭からの距離
④固定部の長さの違いがある箸サポートを 9パターン作成し、要介護者にとって使用ニーズが高い形状をコンジョイ
ント分析で検討した。その結果から、3Dプリンタを活用することで、現場で事前に箸サポートを試用し、最もニー
ズの高い物を要介護者に提供できる可能性を確認することができた。同時に、個別ニーズに応じて複数の物品を作成
するための教育上の課題があることや、3Dプリンタの活用が現場職員のアセスメント力の向上につながる可能性も
示唆された。
キーワード：福祉用具、自助具、3Dプリンタ、教育プログラム、介護福祉士、アセスメント力
1 はじめに
介護職にとって、要介護者が自らの機能を最大限に活
用し、自立生活を営めるよう支援する視点を持つことは
重要である。特に、介護福祉現場の中核を担う専門職の
介護福祉士にとって、要介護者に対する自立支援にむけ
たケアの実践は、強く求められる能力といえる。
その自立支援の手段の一つとして、介護現場では日常
的に福祉用具が活用されている。福祉用具について、助
川 14)は「福祉用具があれば、人の手を借りなくても自分
で行動できる範囲は広がる」と述べている。しかし、個々
の利用者の状態に応じた福祉用具を購入する場合、オー
ダーメイドでは高額となるため、福祉施設では安価で汎
用性の高い用具で対応するこが多いことを縄井ら12)は指
摘している。さらに市販品は、事前に試用することが困
難なため、個別性の高い障がいの状態に適合したものを
購入しにくいことが、これまで中川ら10)の調査研究で確
認された。
それらを踏まえて、本研究は、介護者自身が要介護者
の状態を適切にアセスメントし、3Dプリンタ等のデジ
タル工作技術を活かして、個別性に応じた福祉用具を作
成できる介護教育プログラムの構築を最終目標としてい
る。ここでは、3Dプリンタで「市販の箸を要介護者が
使用できるようにする補助具（以後、箸サポート）」を
作成し、それを介護職員から評価を受けることで、3D
プリンタで福祉用具を作成する課題を明らかにしていく。
2 研究の意義とねらい
1） 3Dプリンタを福祉用具作成に活かす意義
3Dプリンタとは、「積層造形の方式で、三次元形状
の立体物が出力されるプリンタ」で、近年急速に普及が
すすみ、低価格化も実現している。 3D画像作成ソフト
ウェアやスキャナを使ってパソコン上で立体データを作
成し、そのデータを3Dプリンタで出力することで、0.1㎜
単位で実物体を作成することができる。この特性を活か
し、介護現場で要介護者に適した福祉用具を職員自ら作
成することで、より要介護者のニーズに沿った自立の促
進が実現できる可能性があると筆者らは考えている。
中部学院大学・中部学院大学短期大学部 研究紀要第20号(2019）87－92 実 践 報 告
― 87 ―
１）短期大学部社会福祉学科 2）スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科、経営学部経営学科
2）研究のねらい
今回は、介護現場職員の福祉用具に対するニーズを基
に 3Dプリンタを活用した福祉用具を試作し、それを評
価することで、作成の課題を探ることとした。さらに、
3Dプリンタを活用することが、介護職員の利用者理解
や福祉用具の利用による自立の促進をとらえる視点に与
える影響について考察をおこなった。
3 方法
1）調査目的
介護現場のニーズが高く食事場面で活用できる箸サ
ポートを 3Dプリンタで作成し、そのプロセスで生じる
技術的課題を把握する。さらに、作成した箸サポートの
評価を現場職員に依頼し、要介護者にとって最もニーズ
が高い形状を把握する。
2）対象
Ｇ県の介護施設で、研究協力の意思表示がされている
介護老人保健施設Ｍの介護職員より、研究の趣旨に沿っ
た職員として紹介されたリハビリ職員（理学療法士・作
業療法士）から得た意見を基に、介護系研究者が 3Dプ
リンタで福祉用具（介助用箸の補助具）を作成する。ま
た、その効果について、同じく研究協力の意思表示がさ
れている同県内の介護施設で確認をおこなう。
3）実施期間
（1）箸サポート試作：2018年 1 月～ 7月
（2）アンケート調査：2018年 8 月 2 日～14日
4）実施方法
（1）介護老人保健施設Ｍのリハビリ職員からの要望に
基づき、割り箸など日常で使用される市販の箸を、要介
護者が使用できる箸サポートに 3Dプリンタで試作す
る。作成は現場の介護職員がおこなうことを想定し、介
護系研究者が主に試作を試みることで、3Dプリンタを
用いた福祉用具作成の課題を確認した。
（2）箸サポートの使用感を決定する属性として、図 1
に示す①開き具合 ②バネの強さ ③箸頭からの距離 ④固
定部の長さを選び、属性ごとの水準を表 1のように決定
した。これを L9 直交表に割り当てるため、筆者らの研
究チームにより表 2の 9パターンの箸サポートを作成し
た。その後、研究協力の意思表示があった介護施設の現
場職員に対し、全パターンについて「利用をすすめたい」
「どちらでもない」「利用をすすめにくい」の中から 1つ
を選ぶアンケートを実施した。なお、アンケートの回収
率を上げるため、回答は紙面回答とWEB回答の 2種類
を選択できるようにした（「③箸頭からの距離」について、
本来の評価パラメーターは「箸先までの距離」となるが、
本文では便宜上の代用としてアンケート表記のまま示す）。
箸サポートの使用感に最適な水準の組み合わせを求め
るためコンジョイント分析を行った。コンジョイント分
析とは、消費行動に商品の各属性がどの程度影響するか
を求めたり、消費者が最も好む水準の組み合わせを決定
するために用いられる、マーケティング分野における統
計的分析方法の一つである2 ) 8 ) 13)。
図 1 箸サポート各部位の説明
表 1 箸サポートの属性と水準
表 2 L9(34）直交表による水準の組み合わせ
5）倫理的配慮
施設に対して、事前に研究の趣旨を書面および口頭で
説明し同意を得た。なお、本研究は中部学院大学・中部
学院大学短期大学部倫理委員会の承認を得て実施した
（承認番号E16-0017）。
4．結果
（1）3Dプリンタを活用した箸サポート作成
3Dプリンタで作成する箸サポートのデータをパソコ
ンで作成するため、CAD（Computer-Aided Design：三
次元コンピュータ支援設計）を用いた。CAD には、マ
ウス操作で作成する方法と、プログラムで作成する方法
と 2 種類ある11)。今回は、現場の介護職員が作成するこ
とを想定し、介護系の研究者によるマウス操作で作成を
おこなった。しかし、既存の形状を模倣することは比較
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水準 1 水準 2 水準 3
開き具合 広い(70㎜) 普通(50㎜) 狭い(30㎜)
バネの強さ 強い(2.0㎜) 普通(1.5㎜) 弱い(1.5㎜)
箸頭からの距離 遠い(20㎜) 普通(10㎜) 近い(0㎜)
固定部の長さ 長い(35㎜) 普通(30㎜) 短い(25㎜)
①開き
具合
②バネの
強さ
③箸頭か
らの距離
④固定部
の長さ
パターン 1 広い 強い 近い 長い
パターン 2 広い 普通 普通 短い
パターン 3 広い 弱い 遠い 普通
パターン 4 普通 強い 普通 普通
パターン 5 普通 普通 遠い 長い
パターン 6 普通 弱い 近い 短い
パターン 7 狭い 強い 遠い 短い
パターン 8 狭い 普通 近い 普通
パターン 9 狭い 弱い 普通 長い
的取組み易いが、「バネの硬さ調整」「箸先がそろうよう
にサポートをつける」「多様な箸サイズに対応できるよ
う、裏にスリットをつける」など、全ての箸に対応でき
るよう、形状や強度の微妙な調整など、細かい要望にあ
わせた作成について、作成者の知識や技術が追いつかず
困難を要することが多かった。その結果、要望にあわせ
た改良に 3ヶ月ほどの時間を要しても作成することがで
きなかった。
そこで、工学系の研究者が CADのプログラムを作成
し、自助具まで完成させた。このプログラムにより、デー
タの数値を変更するのみで複数パターンの自助具が作成
できるようになった（図 2、3、4）。
図 2 OpenSCADの Customizer 機能 11)
図 3 3Dプリンタで作成した箸サポート
（2）現場職員に対するアンケート調査
回答数は17施設中12施設（施設の回収率 約70.6％）
20名より回答を得た（表 3）。なお、箸サポート作成に
研究協力を得た介護老人保健施設Ｍの職員も調査対象と
している。
1 ）対象者の内訳
施設の種別は、特別養護老人ホーム（地域密着型、小
規模特養含む）が 9 施設（75.0％）、老人保健施設（新
型老健含む）が 3施設（25.0％）であった（表 3）。
回答者の性別は、女性が11名（55.0％）、男性が 8 名
（40.0％）であった（表 4）。年齢は、40歳代が最も多く
6名（30.0％）、次いで20歳代と30歳代が各 5名（25.0％）、
50歳代が 2 名（10.0％）であった（表 5）。また、役職
は介護職員が最も多く 5 名（25.0％）、次いで介護長・
介護主任が 4 名（20.0％）、施設管理者・所長が 2 名
（10.0％）であった（表 6）。
3 Ｄプリンタを活用した福祉用具作成の実践と評価
― 89 ―
図 4 L9直交表に沿って作成した箸サポート
パターン 1
パターン 2
パターン 3
パターン 4
パターン 5
パターン 6
パターン 7
パターン 8
パターン 9
表 3 回答した施設
回答数
（施設の回収率） 施設の種別（率）
12施設
（70.6％）
特別養護老人ホーム
（地域密着型、小規模特養含む）
9
（75.0％）
老人保健施設（新型老健含む） 3（25.0％）
（小数点第二位 四捨五入）
表 4 回答者の性別 n＝20
性別（人）（率）
女性 男性 ＮＡ
11
（55.0％）
8
（40.0％）
1
（5.0％）
表 5 回答者の年齢 n＝20
年齢（人）
（率）
20代 30代 40代 50代 NA
5
（25.0％）
5
（25.0％）
6
（30.0％）
2
（10.0％）
2
（10.0％）
2）コンジョイント分析
各パターンについて、「利用をすすめたい」「どちらで
もない」「利用をすすめにくい」それぞれについて、10
点・5点・0点にて点数化し、その平均点を求めた結果、
9パターンの中で、パターン 5（6.75点）が最も高い評
価を得た（表 7）。
また、コンジョイント分析の結果、介護施設の職員か
ら見た「利用者に最適な水準」の組み合わせは、重回帰
分析の係数で、そのうち係数が高いものは、「開き具合」
が普通（50㎜）、「バネの強さ」が普通（1.5㎜）、「箸頭
からの距離」が遠い（20㎜）、「固定部の長さ」が短い（25㎜）
であり、この組み合わせでは7.66点になった（図 5）。
表 7 各パターンの平均点
利用をすすめたい割合
7.66
切片
＝ 4.75 ＋
⽿
⎜
⎜
⾀
開き具合
0.50(広い)
1.58(普通) ＋
0.00(狭い)
⽿
⎜
⎜
⾀
バネの強さ
－0.25(強い)
1.33(普通)
0.00(弱い)
⽿
⎜＋⎜
⾀
箸頭からの距離
－2.33(近い)
－2.58(普通)＋
0.00(遠い)
⽿
⎜
⎜
⾀
固定部の長さ
－0.92(広い)
－0.25(普通)
0.00(狭い)
図 5 回帰係数の高い水準を組み合わせた回帰式
5．考察
（1）福祉用具の試作による課題と可能性
3Dプリンタで作成した箸サポートについてコンジョ
イント分析を行った結果、介護施設の職員から見た「利
用者に最適な水準」の組み合わせを求めることができた。
このように、複数の要因（属性）を設定し、その組み合
わせから多数のモデルを作成することは、3Dプリンタ
の特性を活かした作業である。そのことによって、現場
で事前に箸サポートを試用し、最もニーズの高い物を要
介護者に提供できる可能性を確認することができた。
すでに指摘したように、市販されている自助具を購入
した場合、要介護者本人に適しているかを試験的に確認
することは難しく、購入した物が要介護者に合っていな
いことや、状態の変化に対応できない場合が生じる。中
川ら10)が指摘するように、福祉用具は「物に個人が合わ
せるようになっている」という現状がある。今回の調査
のように、複数のサンプルを作成して要介護者が試す機
会を得られることは、要介護者の残存能力を活かした支
援につなげる有効な手段となる。
その上で、各パターンについての平均点が分散するこ
とから見ると、介護現場では個々の状態に応じた箸サ
ポートのニーズがあり、それに応えて箸サポートを作成
する必要がある。これを実践するためにも、今回コン
ジョイント分析を実施したように、複数の試作品の中か
ら最適なものを選択できる分析方法を用いることが重要
となる。
このような取り組みを実施するために、3Dプリンタ
の特性は有効でるといえるが、介護職員への教育プログ
ラムという視点からすると、「複数のニーズに応じた物
品を作成する学習」は、初めて 3Dプリンタを学ぶ介護
現場の職員にとっては難易度が高く、現場での 3Dプリ
ンタ利用の課題と考えられる。このことについて、今回
の 9 パターンの箸サポートは、工学系の研究者による
3Dデータを CAD にプログラム入力する方法で作成し
ている。研究の中で介護系研究者が箸サポートを作成で
きなかったことを鑑みると、事前にプログラムが作成さ
れており、その数値を変更するのみであれば、プログラ
ム作成の知識が無い初学者でも、複数パターンの物品を
作成できることが分かった。このように、教育プログラ
ム作成する場合、目指す技術の到達水準に応じた教育方
法を採用する必要性があることが示唆された。
なお、今回の調査結果は、実際に利用する要介護者で
はなく、介護者を対象に聞いた意見であり、要介護者が
使用した場合には異なった意見が出ることも想定され
る。また、調査対象とした施設数も限られているため、
さらなる検討を進める予定である。
（2）3Dプリンタ活用によるアセスメントの機会
今回の研究では、3Dプリンタのデモンストレーショ
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①開き
具合
②バネ
の強さ
③箸頭か
らの距離
④固定部
の長さ 平均点
パターン 1 広い 強い 近い 長い 1.75
パターン 2 広い 普通 普通 短い 3.75
パターン 3 広い 弱い 遠い 普通 5.25
パターン 4 普通 強い 普通 普通 3.5
パターン 5 普通 普通 遠い 長い 6.75
パターン 6 普通 弱い 近い 短い 3.75
パターン 7 狭い 強い 遠い 短い 4.25
パターン 8 狭い 普通 近い 普通 3.75
パターン 9 狭い 弱い 普通 長い 1.25
表 6 回答者の役職 n＝20
役職（人）
（率）
介護職員 5（25.0％）
ケアマネ・
相談員
1
（5.0％）
介護長 ・
介護主任
4
（20.0％） 副施設長
1
（5.0％）
施設管理者
所長
2
（10.0％） 作業療法士
1
（5.0％）
看護師 1（5.0％） 管理栄養士
1
（5.0％）
リーダー 1（5.0％） 事務職
1
（5.0％）
介護副主任 1（5.0％） NA
1
（5.0％）
ンに参加した職員が、「市販の箸を介助用箸にできる補
助具は作れないか」との要望から箸サポートを作成する
に至っている。これは 3Dプリンタを初めて見て体験し
たことで、現場職員が新たな可能性を感じたと考えられ
る。言い換えれば「視野が広がった成果」といえる。こ
れまで要介護者から「皆と同じ箸を使いたい」という要
望を聞いても、取り組むまでに至らなかった事柄に、
「3Dプリンタで作成する」という新たな視点がもたら
されたことで、要介護者の要望に取り組む発想が職員に
生まれる。このように、3Dプリンタ等デジタル工作技
術を介護現場に取り入れることは、福祉用具を作成する
という新たな発想を介護現場職員から引き出すと共に、
要介護者や現場環境を、これまでとは異なる視点でアセ
スメントする契機となることが期待される。
また、今回、コンジョイント分析を実施したように、
要介護者に複数のサンプルを用意し、福祉用具を試験的
に使用する機会を提供することは、要介護者のより詳細
なアセスメントを可能にさせ、残存能力を最大限に活用
する環境を構築することに繋がると考える。
このように、介護現場に 3Dプリンタ等デジタル工作
技術という新たな技術を取り入れることは、介護職員の
アセスメント力を向上させ、今以上に質の高いケアを提
供することに繋がっていくことが期待される。
6．今後の課題
以上で見たように、介護現場では福祉用具に対して細
かな要望が寄せられ、3Dプリンタで物品を作成するに
は作成者の十分な知識や技術が必要になる。また、アセ
スメントの重要性については、これまでの研究でも明ら
かにしてきたが 10) 15)、利用者の個別性に応じた福祉用具
を作成するには、的確なアセスメントが必要不可欠となる。
介護現場で 3Dプリンタを活用するには、この両者が
必要なことを見てきたが、介護現場でそれを実現するた
めには、個々の学習者の力量や教育に目を向けるだけで
は達成できない課題があると考える。
近年、介護ロボットなど新たな技術の普及が進みつつ
あるが、それを現場が取り入れるには、「十分な講習や
演習（機器を実際に使った講習）等を関係者全員に確実
に実施することが重要」と青山 1 ）は指摘している。また
同様に、介護職員の腰痛予防のために介護現場が導入す
る福祉用具について、岩切 5 )らは「福祉用具を導入する
だけではなく、介護者に福祉用具を使用させる組織的な
取組みが必要」と述べている。これらは、本研究の 3D
プリンタ等デジタル工作技術でも同様で、単に現場への
導入を目指すだけではなく、特性や課題を理解するなど、
その知識を踏まえ、さらに「介護現場全体で組織的に活
用できる体制の構築」を目指していかなければ、実現可
能な教育モデルとはならない。
以上により、3Dプリンタを介護現場で活用すること
は、職員のアセスメント力を高め、それが利用者の自立
支援につながる有効な手段といえる。そのためにも、今
後は介護現場での組織的な体制づくりを視野に入れ体系
的な視点を踏まえた上で、3Dプリンタ等デジタル工作
技術を用いた福祉用具作成についての教育プログラム構
築を目指していく。
7．おわりに
今回の研究では、3Dプリンタ等デジタル工作技術を
介護教育プログラムに取入れるための基礎資料として、
介護現場からのニーズに応えて箸サポートを試作した。
複数の箸サポートを試作できることは、利用者に対する
アセスメントの機会に繋がり、これが 3Dプリンタを活
用した教育プログラムの教材づくりの手がかりになると
考えたからである。
繰り返し述べてきたように、福祉用具は利用者の個別
性に応じたものを入手することが重要であるが、3Dプ
リンタを実際に活用するには、利用者の状態の評価や測
定に基づくデータの収集、画像データの作成、物品の出
力、調整や修正といった作業が必要となる。箸サポート
作りは、そこに必要な基礎的知識や操作スキルを評価す
る機会となった。
今後は、介護現場の職員が 3Dプリンタを利用するた
めに本当に必要な知識や技術は何かという視点からも検
証をすすめ、より効果的な教育モデルの構築を目指して
いきたい。そのことが、自助具の量的・質的改善、介護
職員の意欲向上、アセスメント力の向上し、利用者の自
立促進等ができる介護人材の育成につながるよう企図し
ている。
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